
S-4-60 JPN. J. ELECTROCARDIOLOGY Vol. 28 SUPPL. 4 2008

Ⅰ．は じ め に

Brugada型心電図を呈する症例に対して，Naチャ

ネル遮断薬を負荷した場合，右前胸部誘導（V1～V3）

において，より顕著にcoved型心電図を示す症例が

多いとする報告がある．また日内変動を認める症例

やcoved型を呈する症例では心室細動発作または心

Brugada型心電図における，無症候性例に対する
ピルジカイニド負荷試験の意義

手塚尚紀＊ 野呂眞人＊ 久次米慎吾＊ 森山明義＊

沼田彩香＊ 熊谷賢太＊ 酒井　毅＊ 中江武志＊

坂田隆夫＊ 杉　　薫＊

Brugada症候群において，ハイリスク群の正確な抽出に有用な検査方法は確立

されていない．

Brugada型心電図を呈する症例104例を対象に，Naチャネル遮断薬であるピル

ジカイニド1 mg/kgを10 mg/分で静注し検討した．Wildeらの type分類に基づ

き，type 2または3から明らかにtype 1へと変化した症例および負荷前にtype 1

であった症例を心電図陽性と定義した．また静注直後に，非観血的検査として心室

脱分極異常を表す心室遅延電位を記録し，それらの陽性率を検討した．

心電図変化が陽性の症例は104例中42例（40％）であった．ピルジカイニド静

注前後の心室遅延電位の変化は以下のとおりであった．心室遅延電位（－）→（＋）

55例（53％），（＋）→（＋）22例（21％），（－）→（－）27例（26％），（＋）→（－）0

例で，ピルジカイニド静注後の心室遅延電位陽性率は74％と高率であった．無症

候群と有症候群に分け同様の検討を行ったが，心電図および心室遅延電位の陽性率

の有意差は認めなかった．

ピルジカイニド負荷により，心室遅延電位陽性率は心電図陽性率より高かった．

しかし，無症候群と有症候群で有意差はなく，薬物負荷によるリスクの層別化は困

難と思われた．
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臓突然死のリスクが高いとされている．薬物負荷は，

Brugada症候群の診断に有用とする報告はあるが，

薬物負荷によるcoved型心電図を呈した症例に対す

る心室細動発作のリスクに関しては不明である．一

方，心室遅延電位もBrugada症候群で陽性になるこ

とが知られているが，同様に心室細動発作のリスク

に関しては不明である．

そこで無症候，有症候を問わずBrugada型心電図

を呈する症例において，Naチャネル遮断薬を静注

することによる予後予測を踏まえた高リスク群に対

する抽出診断の可能性を検討した．

Ⅱ．対象および患者背景

2000年2月～2007年12月の間に，Brugada型心電

図を呈する基礎心疾患のない連続104例を評価対象

とした．

無症候性患者は70例で，有症候性患者は34例で

あった．有症候性の定義は突然死の家族歴を有する

患者，および失神や心室細動の既往患者とした．突

然死の家族歴を有する患者は9例で，失神や心室細

動の既往歴を有した患者は27例であった．平均年齢

は49±14歳で，男性98例，女性6例であった．

Ⅲ．方　　　法

Brugada型心電図を示す症例を無症候，有症候を

問わずに連続してエントリーした．

同意を確認後，純粋なNaチャネル遮断薬である

ピルジカイニド1 mg/kgを10 mg/分で静脈投与し，

その前後で12誘導心電図および心室遅延電位を記録

測定した．

長期にわたり不整脈イベントを追跡調査した．

Ⅳ．心電図の陽性基準

Wildeらの定義1）に従い心電図分類を行った．ピル

ジカイニド投与により，type 2もしくはtype 3が

type 1に変化した場合を陽性とした．また負荷前に

type 1であった場合も陽性とした．

心室遅延電位の陽性基準

Arrhythmia Research Technology社製model

1200EPX unitを用いた加算平均心電図により心室遅

延電位検出を行った．Simsonらの方法に準じて

Frank X，Y，Z誘導にて加算平均心電図を記録，フィ

ルターは40～250 Hzのband pass filterを使用した．

心室遅延電位に関する指標は，

①フィルター化されたQRSの長さ（total filtered

QRS duration ; f-QRS）

② QRS終末部の 40μV以下の持続時間（under 

40μV duration ; LAS40）

③QRS終末部から40 msec戻った時点での平均電位

（root mean square voltage ; RMS）

の三つとし，陽性基準はf-QRSが130 msec以上，

LAS40が40 msec以上，RMSが15μV以下で三つの

指標をすべて満たした場合を陽性とした．

Ⅴ．結　　　果

ピルジカイニド負荷前後における心室遅延電位

の各指標の変化

ピルジカイニド負荷前後における心室遅延電位の

各指標の変化を検討した．負荷前にf-QRSは114±

17 msec，RMSは25.9±22.3μV，LASは36.2±

11.9 msecであったが，負荷後に f-QRSは 132±

19 msecと延長，RMSは16.8±12.2μVと減少，LAS

は49.3±18.0 msecと延長し，それぞれ統計学上の

有意差（p＝0.0001）を認めた（図1）．

ピルジカイニド負荷前後の心室遅延電位と

心電図変化

心室遅延電位においてピルジカイニド負荷前に陰

性例が陽性に変化した症例は104例中55例（53％）で

あった．陽性例が陽性のまま変化しなかった症例は

104例中22例（21％）で，計77例（74％）が負荷後に

陽性であった．ピルジカイニド負荷前に陰性例で陰

性のまま変化しなかった症例は104例中27例（26％）

であり，陽性例が陰性となった症例は1例も認めな

かった．

それに対しピルジカイニド負荷後にtype 1へ変化
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した症例（負荷前にtype 1であった4例を含む）は

104例中42例（40％）で（図2），心室遅延電位と比較

し低値であった．

ピルジカイニド負荷後の無症候群と有症候群の

心電図変化

無症候群において，ピルジカイニド負荷後にtype 1

へ変化した症例（負荷前にtype 1であった2例を含

む）は70例中26例（37％）であった．有症候群では34

例中15例（44％）であり，統計学上の有意差は認め

なかった．

図1
ピルジカイニド負荷前後の心室遅延電位にお
ける各指標の変化
P：ピルジカイニド負荷，f-QRS : total filtered QRS

duration，LAS : under 40μV duration, RMS : last

40 msec root mean square voltage

図2 典型的な心電図を認めなかったBrugada症候群のピルジカイニド負荷前後の心電図
ピルジカイニド負荷前はBrugada型心電図を呈していなかったが，負荷後はBrugada型となり，第3肋間では

type 1となった．本症例は各種検査で癲癇，神経調節性失神，徐脈性不整脈などの失神をきたす疾患は否定的で

あった．心臓電気生理検査で再現性を有し心室細動が誘発されたことから，Brugada症候群の心室細動による失

神と考えられたためICDが植込まれ，現在経過観察中である．



ピルジカイニド負荷前後の無症候群と有症候群の

心室遅延電位における各指標の変化

図3に無症候群と有症候群の2群に分けたピルジ

カイニド負荷前後の心室遅延電位の各指標の変化を

示す．負荷前のf-QRSは無症候群112±15 msec，有

症候群117±20 msecで，負荷後は無症候群130±

16 msec，有症候群は138±25 msecであった．負荷

前のRMSは無症候群26.8± 25.4μV，有症候群

24.0±14.3μVで，負荷後は無症候群17.1±12.8μV，

有症候群16.2±11.0μVであった．負荷前のLASは

無症候群 35 . 4 ± 11 . 3 msec，有症候群 37 . 7 ±

13.2 msecで，負荷後は無症候群48.1±16.9 msec，

有症候群51.7±20.0 msecであった．2群間で統計学

上の有意差は認めなかった．

Ⅵ．長 期 予 後

平均観察期間40.7±26.8ヵ月で植込み型除細動器

（ICD）が植込まれた患者は18例で，そのなかで2例

にICDの作動を認めた．2例ともに家族歴，失神歴

を有していた．心電図は，1例はtype 1，1例はtype

3で，心室遅延電位は2例ともに陰性であった．ピ

ルジカイニド負荷後は，心電図変化としてtype 1は

type 1のままで，type 3はtype 2となったが，心室

遅延電位は2例ともに陽性となった．

ICDが植込まれなかった患者は85例であり，経過

観察中に失神や心室細動を認めた患者はいなかった．

Ⅶ．考　　　案

多くのBrugada症候群患者においては心室遅延電

位が陽性を示すことが知られている2）．今回ピルジ

カイニド負荷で，f-QRSの延長，RMSの低下，LAS

の増加を認め，負荷により各指標は増悪傾向であっ

たが，有症候群と無症候群では有意差はなかった．

無症候群に比べ心室細動の既往を有する群に有意に

心室遅延電位陽性が多いことが報告されているが3），4）

ピルジカイニド負荷による心室遅延電位のリスクの
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図3 ピルジカイニド負荷前後の無症候群と有症候群の心室遅延電位における各指標の変化
P：ピルジカイニド負荷，f-QRS：total filtered QRS duration，LAS：under 40μV duration,

RMS：last 40 msec root mean square voltage



層別化は困難と思われた．

またピルジカイニド負荷でtype 1に変化する症例

は，無症候群と有症候群で有意差はなかったことよ

り，ピルジカイニド負荷による心電図変化でのリス

ク層別化は困難と思われた．

心室細動発作（ICDの作動）を認めた患者は2例で，

いずれも有症候性であり，ピルジカイニド負荷の心

室遅延電位は陰性から陽性に変化していた．心電図

変化については，1例はtype 1であったが，1例はピ

ルジカイニド負荷後もtype 1に変化していなかった．

Wildらの報告1）や現在の日本のガイドライン5）で

は，自然にもしくは薬物負荷でtype 1になっている

ことがBrugada症候群の診断の必要条件となってい

る．今回薬物負荷後にもtype 1となっていない症例

でICDが作動しており，今後さらなる検討が必要で

あると思われた．

また発作例はいずれも有症候性で，ピルジカイニ

ド負荷による心電図変化は著明ではなかったが，心

室遅延電位は陰性から陽性に変化していた．今回の

検討でピルジカイニド負荷による心室遅延電位陽性

例は心電図変化に比較し多かったことから，無症候

性でさらにピルジカイニド負荷においても心室遅延

電位が陽性にならない症例では心事故を発生しない

可能性が示唆された．

ピルジカイニド負荷によるリスクの層別化は困難

であるが，Brugada症候群においても自然にtype 1

を示さない症例が散見するため，失神例でのピルジ

カイニド負荷による心電図変化および心室遅延電位

の変化はBrugada症候群の鑑別には必要と思われた．
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